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◇富山大学生涯学習推進懇話会
日時　平成 28 年 2 月 29 日（月）10:00 〜 11:45
場所　富山大学事務局　大会議室
主催　富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
趣旨　富山大学生涯学習推進懇話会要項に基づき、学外有識者から意見を聴き、多様化・高度化す
る学習状況や地域のニーズに対応した効果的な学習事業を提供し、生涯学習事業をより円滑
に推進するとともに、その実施状況について評価を受けるため開催する。
出席者
委員、委員代理
　　齋藤　幸江　（富山県教育委員会　生涯学習・文化財室長）
　　山﨑　弘一　（富山県民生涯学習カレッジ　学長）
　　中西　　彰　（富山県生涯学習団体協議会　会長）
　　中道　文夫　（富山市市民学習センター　所長）
　　水野　　清　（北日本放送株式会社　常務取締役業務本部報道制作局長）
　　本田　光信　（株式会社北日本新聞社　編集局報道本部長）
　　福島　　真　（富山県立小杉高等学校　教諭）
富山大学
　　遠藤　俊郎　（学長）
　　鈴木　基史　（理事・副学長（地域貢献担当）　地域連携推進機構長）
　　竹内　　章　（地域連携推進機構　生涯学習部門長）
　　藤田公仁子　（地域連携推進機構　生涯学習部門　副部門長）
　　仲嶺　政光　（地域連携推進機構　生涯学習部門　准教授）
　　平野　茂一　（研究振興部長）
　　蔵川　一正　（研究振興部　社会貢献課長）
　　綿谷　　浩　（研究振興部　社会貢献課長補佐）
　　日水　　栄　（研究振興部　社会貢献課係長）
　　藤井　秀春　（研究振興部　社会貢献課主任）
１．開会の辞
　富山大学地域連携推進機構の生涯学習部門長竹内章氏より、以下の挨拶があった。
　富山大学生涯学習教育研究センターは 1996 年 5 月に発足し、今年で 20 周年を迎える。節目の年
ではあるが、本日も例年どおり活動報告に対し、さまざまな観点からご意見を賜りたい。
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２．出席者の紹介・資料確認
３．座長選出
　富山県民生涯学習カレッジ学長の山﨑弘一委員が座長に選出され、挨拶があった。
４．報告
学長挨拶
　遠藤俊郎学長より、以下の挨拶があった。
　近年、地域創生や一億総活躍社会がいわれる中、生涯教育の重要性と難しさがあらためて問
われている。平均寿命の延伸により全国民が等しく生涯学習に携わるようになり、ITの進歩
によって人は元気であることを幸せに思いながら自分が生きることで社会にどう貢献していく
かを考えなければならなくなった。それを手伝うのが生涯学習の取り組みであると思っている。
引き続き皆さんの力をお借りしながら、生涯学習を通して富山県、ひいては日本が元気な社会
になっていくことを願う。
富山大学・生涯学習ワークショップについて
　竹内生涯学習部門長より、2月 20 日に行われた富山大学生涯学習ワークショップ「高い都
市レジリエンス：私たち市民は何を考え、何をなすべきか？」の実施報告があった。
COC+ 事業について
　鈴木理事・副学長 /地域連携推進機構長より、平成 27 年度 COC+事業に採択された「富山
全域の連携が生み出す地方創生―未来の地域リーダー育成―」プログラムの概要について説明
があった。
５．議題
（1）平成 27年度生涯学習部門事業・活動報告について
（2）富山大学生涯学習の在り方についての評価と提言について
　議題（1）において、竹内生涯学習部門長より、生涯学習部門平成 27 年度事業内容と公開講座の
実施状況について報告があった。
　続いて、仲嶺准教授より、公開講座とオープン・クラスの受講生アンケートの結果と自由記述に
ついて報告があった。
　藤田生涯学習副部門長より、「生涯学習部門受講生オープンサロン」の実施状況について説明が
あった。
　仲嶺准教授より、「富山大学と富山県立小杉高等学校との高大連携事業」の実施報告があった。
　藤田生涯学習副部門長より、「富山大学サテライト講座」の実施・参加状況について説明があった。
　仲嶺准教授より、「北陸 4大学連携まちなかセミナー」「オープン・ユニバーシティ…in…富山大学
2015（生涯学習セミナー、チャレンジ生涯学習発表会、生涯学習ワークショップ）」の実施報告があっ
た。
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　藤田生涯学習副部門長と仲嶺准教授より、富山県との連携の取り組みとして「世界遺産人材育成
ユースプログラム」「高志の国文学専門講座」ついて説明があった。
　仲嶺准教授より、「経営者大学」「富山県いきいき長寿大学」について報告があった。
　藤田生涯学習副部門長より、「講師紹介・生涯学習相談」「自治体等との連携」について説明があっ
た。
　議題（2）において、藤田生涯学習副部門長より、次年度へ向けての取り組みとして、アカデミー
ルームの設置やリピーター向けの講座設定について説明があり、生涯学習成果活用のための新しい
取り組みの方針が示された。
６．閉会の辞
　富山大学地域連携推進機構長 /理事・副学長の鈴木基史氏より、以下の挨拶があった。
　本日は活発なご議論をいただき、感謝を申し上げる。今後も地域連携推進機構は皆さんのご意見
を伺いながら、より良い生涯学習部門をつくっていく所存である。大学でどこまでできるのか、ど
こを対象にするのかといったさまざまな課題はあるが、生涯学習とは生まれてから死ぬまでのもの
なので、それに大学がどれほど絡んでいけるかは非常に重要な問題だと思っている。今年で 20 周
年を迎えるが、21 年目からはもっと積極的に改革できるものは改革し、継続できるものは継続し
ながら、より良いものをつくり上げていきたいと考えている。今後ともご協力をお願いしたい。
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意見交換
⑴　平成 27 年度生涯学習部門事業・活動報告について
（本田委員代理）　1年間、多種多様な生涯学習の場を設け、幅広いジャンルの教員が町に出て教え
ていることがよく分かった。まずはその努力に敬意を表したい。
　　　公開講座の修了者数は、平成 24 年度あたりの講座数も多かった時期には 900 名近くいたが、
平成 26 年度に講座数の減少もあって 452 名まで減少した。本年度は講座数の変動がない中で、
修了者数は 100 名以上盛り返している。何か工夫されたのか。
（大学側：藤田）　講座数の減少は、財政面でチェックが入り、県外講師の人数や講座の見直しを大
幅に行ったためである。今回、非常に努力を図ったものとして広報が挙げられる。2年前から
財政的に冊子を作れない状況であるため、必要なところに必要な情報をというスタンスで広報
を工夫している。例えば語学講座の広報であれば、別の語学講座や語学の講演会で案内を配布
する、路面電車に広告を載せるといったことをしている。
（本田委員代理）　アンケート結果からも、公開講座やオープン・クラスの新規受講生の掘り起こし
が課題として投げ掛けられていたかと思う。公開講座にしても、オープン・クラスにしても、
リピーターも大事なのだが、これまで以上に可能な限りいろいろな方に参加してもらうことが
大事だと思っている。それについて何かお考えはあるか。
（大学側：藤田）　素晴らしいプログラムをつくっていくことはもちろん、情報の伝え方が重要だと
考えている。ホームページやFacebook も利用しているが、やはり最も効果が大きいのは受講
生間の口コミである。受講生が共通している富山県民生涯学習カレッジや富山市市民学習セン
ターのご協力も頂けるよう、またお願いに上がりたいと思っている。今後ともよろしくお願い
する。
（本田委員代理）　例えば生涯学習ワークショップ「高い都市レジリエンス」やセミナー「富山発・
エボラ出血熱を救った薬」など、内容は非常に良く、本当に考えて実施しておられると思う。
ただ、例えば「高い都市レジリエンス」をメーンテーマにしたワークショップというのは、対
象者としてどのような人を想定しているのか教えてほしい。このテーマで募ると、相当賢い人
しか来ないのではないか。レジリエンスといわれたとき、私たちは日ごろ先生から教わったり、
ニュース等で接したりしているのでぴんと来るところもあるが、それでもたまに「何だったっ
け」と思ってしまうような用語なので、一般の人だと「レジリエンスとは何だろう」というと
ころから始まるような気がする。もう少し分かりやすく、伝わりやすいテーマの方がいいので
はないだろうか。
（大学側：仲嶺）　実際に名簿を分析したところ、参加者には防災士の方が多く、一般市民の方は少
なめだった。タイトルの設定の仕方など、もう少し工夫の余地があったかと思っている。
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（中西委員）　1点目に、副学長から COC+プログラムでは若者の地元就職率 10％以上を目標に掲
げているという話があったが、現在の数字はどれくらいか。また、それは富山県出身者と県外
出身者を合わせた割合と考えればいいのか、後者だけで 10％なのか。
　　　2点目に、藤田先生から次のステップに向けたプログラムをいろいろ準備し、受講者にもそ
のように話していると説明があった。それは大変素晴らしいと思うのだが、同時に大変難しい
のではないかという気がしている。さまざまな参加者がいる中で、どのあたりに合わせたステッ
プを考えるのか。また、ステップが 2段目で終わらずに 3段目、4段目となると大変ではない
かと思う。生涯学習に力を入れているのは素晴らしいのだが、一方で富山大学には多くの現役
学生がいる。以前に申し上げたことがあるが、そちらへの行き届きも心配である。
（大学側：鈴木）　COC+プログラムの数値目標について、現在、富山大学卒業生の県内企業・自
治体への就職率は 38.7％である。従って、簡単に言えば目標値は 48.7％になるが、実は今回の
目標は全ての高等教育機関で 10％ということだ。富山国際大学、富山短期大学は地元就職率
が 80 〜 90％なので、その数字をならして 10％となると、全体では 53.8％を目指さなければな
らない。そのほとんどは富山大学が負担することになる。そのため、実際には 50％以上を達
成する必要があり、そこが非常に悩ましい。最も簡単で効果的な方法は県外出身の学生を何と
か富山に残すことだが、当然、親元に帰りたい学生は多く、10％というのは簡単な数字ではな
い。ただ、富山は大変住みやすい環境であると同時に、世界市場や日本市場で大きなシェアを
占める企業が多くあるので、それをいかに知らせ、また、富山県で暮らしていくときのライフ
プランを提示することが重要だと思っている。そして、そのためには企業、自治体、県との関
係を緊密にしていく必要があると考える。
（大学側：藤田）　次のステップというと、レベルアップも一方ではあると思うが、そうではなくて、
学びの幅を広げていくということである。その際には必ず要望を聞くようにしている。講座終
了後など、時間の調整がつく範囲で受講生と講師がコミュニケーションを取り、その上で新し
いプログラムの開発やテキストの見直し等を行うようにしている。例えば語学の場合は初級か
ら中級に上がる過程で挫折感を味わう学生もいるが、そのための穴埋めの講座も設定している。
あるいは講師との相性もあるので、相性が良くない場合は別の講師にお願いし、レベルも合わ
せながら進める。完全な個別対応は難しいが、大学には 900 名の教員がおり、公開講座の数も
多く、学習センターや放送大学など他大学の講座等もあるので、そちらも紹介しながら、なる
べく次の学びに進めるように、レベルアップだけでなく幅を広げるような形で生涯学習に取り
組んでいる。
　　　学生には、幅広い体験型プログラムを提供している。例えば、当部門は長野県木島平村で空
き家改修を通じた地域づくりに取り組んでいる団体と交流があるので、興味を持った学生にそ
このサマープログラムを紹介して参加させている。学生はそこで草刈りから釘の打ち方、抜け
た床の再生まで学び、さまざまなネットワークをつくりながら過疎問題に取り組んで、さらに
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課題への興味を深める。また、新たな取り組みをしたい場合は富山県の地域を紹介したりもし
ている。
（山﨑座長）　事務局の説明でシーズという話も出たが、スタッフその他の財という面で大変豊かな
ものを持つ富山大学は、受講者のニーズにおおむね対応しながら公開講座等を展開されている
と感じた。また、リピーターの話が出たが、何をリピートしているのかということが大事では
ないかと思う。講座全体を指すのか、部分を指すのか、違う講座を受けるというのは必ずしも
リピートではないのではないかという気もしながら話を聞いていた。それから、講師派遣等に
も連携という観点から非常に積極的に取り組まれており、講座もおおむね好評ということで、
大変よかったのではないかと思っている。
（2）富山大学生涯学習の在り方についての評価と提言について
（山﨑座長）　ここまでは事業展開に関する質問が中心だったが、中には提言めいたご意見もあった
かと思うので、議題（2）に移らせていただく。議題（1）も含めて、各委員から幅広い視点で
ご意見を伺いたい。
（齋藤委員）　本年度もさまざまな世代が学べる多くの連携講座を開催し、講師の先生を派遣してい
ただいたことを大変ありがたく思っている。あらためて多くの魅力的な講座を提供していただ
いていると感じた。次のステップに向けてという話もあったが、新規受講者の開拓、掘り起こ
しも一つではないかと思う。受講者がより多くなるように、またいろいろな機会を提供してい
ただければありがたい。また、県民の生涯にわたる有用な学習機会の充実のために、来年度も
ふるさとの自然、風土、歴史、文化、産業に係る連携講座を多く開設していただければと思う。
今後も地域について各分野の専門の先生方から情報提供いただけるよう、県民カレッジの連携
講座への講師派遣にもご協力いただきたいと考えているので、よろしくお願いする。
（水野委員）　正直、これほど多くの人が参加しているとは思わなかったので驚いた。皆さん、本当
に生涯学習に対する意欲が強いと感じた。また、本業の研究が忙しいにもかかわらず、多くの
大学の先生が講師を務めてくださっていることに感心した。
　　　ただ、私としては、これだけの労力があるのだから、もう少しうまく使って有効にできない
のだろうかと思ってしまう。サテライト講座、公開講座、オープン ･クラスという形でヒエラ
ルキーをつくるとしたら、いかにサテライト講座で広く浅くつかまえてきて、そこから最終的
にオープン ･クラスや公開講座まで上がっていく人を抽出していくかということになると思
う。各講座の位置付けをもう少ししっかり持って、サテライト講座や図書館事業といった客寄
せのためのものはテーマを分かりやすくするなど、メリハリをつけて順番に進めていった方が
いいのではないか。
　　　また、やった以上は結果が求められる。本来、アカデミズムは成果主義とは関係なくあれば
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いいのだが、今は結果を求められる世知辛い時代で同情する。その中で、特に理工系の分野に
ついて、せっかくなのでもっと子どもたちに教える場があればいいと思う。例えば小学生、中
学生の科学研究には手間がかかるので、学んだ人たちが富山市科学文化センターやワンダー・
ラボ等の実験協力スタッフに人材登録するような制度があるといいのではないか。文系の場合
はなかなか難しいかもしれないが、そのような形での連携があればいいと思う。特に 60 代の
受講者は何らかの形で社会に貢献し、世の中の役に立ちたいと思っているだろうから、次の世
代への知の継承という形で手伝っていただくと非常に満足していただけるだろう。そのような
ことも検討されてはどうか。
　　　また、ついテレビ的発想になって恐縮だが、僭越ながら申し上げると、大学で 1人スター先
生をつくればこのような事業はスムーズにいくと思うので、ぜひお声掛けいただければと思う。
（中道委員）　同じ富山市内に県民カレッジもあり、富山市民大学もあり、富山大学もあるというこ
とで、私どもも受講者の獲得について考えているが、お話を聞くと、大学は私ども市民学習セ
ンター（富山市民大学）とは違う方向に向かっているように感じた。実は富山市民大学でも受
講者数および修了者数が徐々に減少しており、それは一般市民の思いが違ってきているからで
はないかと思っている。
　　　また、富山市民大学は約 10 回の講座のうち 7回出席した者を修了者としており、以前は修
了証も出していた。富山大学も修了者は受講者の約 7割、定員に対する受講者の割合も 8〜 9
割と、同じような数字が出ていると思った。
　　　富山市民大学も、基本的にステップアップではなく裾野を広げるという方針である。同じよ
うな講座を何年も開いている場合もあるが、そのような中でも受講者のリピーター率は高い。
つまり、富山市民大学は同じような内容の講座を開いて、また同じように受講者が来ているの
だが、富山大学の場合は検定や資格によってステップアップに臨むこととリピーター率にはつ
ながりがあるのだろうか。富山市民大学では新規受講者が 2割、リピーター 1年目が 3割、そ
の他は 2年目、3年目ということで、同じ講座を何度も受ける傾向が見られるのだが、富山大
学ではどのような傾向があるのか。
（大学側：藤田）　実は先生が率先して検定に取り組んでいるのはフランス語である。検定を受けさ
せると次の目標値ができるので、リピーター率が高くなるということはある。テキストもどん
どん難しいテキストへと進んでいく。ただ、そこで足踏みする方もいるので、授業の前後に先
生がフォローアップするという状況も生まれている。また、今は検定も幅広くて、例えばフラ
ンス語検定に臨むと他の検定も受けられないかということで、今は簡単にネットで情報を得ら
れるので検定調べが始まる。今、受講生がとても興味を持っているのはご当地検定と日本語検
定である。お孫さんやお子さんが日本語検定を取っているという方もいるので、今のはやりか
もしれない。日本語検定に随分目標値を置いている方もいる。日本語検定の講座は本学にはな
いが、口コミで「私は○○の何級を取った」と聞くと、競争的意欲が出てきてチャレンジして
みるということもある。さらに友達のネットワークづくりを期待して受講している方もいて、
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講座の本質ではないのだが、「あの人に会えるから来る」という参加者も多い。リピーターに
ついては同じ内容ではなく必ず次の内容に入るのだが、前向きに意欲を持って取り組んでいた
だけるよう努力している。
（中道委員）　いかにして人を増やすか、広報活動は大変なのだが、本学の運営協議会で話したとこ
ろ、運良く富山市の場合は広報があるので、富山市民に情報がほとんど行き渡る。実際に本学
には富山大学の先生 50 名近くに来ていただいており、特に人気の高い講座もある。歴史や地
元の富山のことなどを詳しく面白くお話ししてくださるので、受講生も大変多く参加している。
そのような中で、県もそうだが、大学も市も互いに関連し合って情報交換、情報提供ができる
とよいと思う。本学にもステップアップを望む受講者がいるので、そのような場合には富山大
学や県民カレッジを紹介するという形で、三つがお互いに協力していければと思っているので、
よろしくお願いする。
（山﨑座長）　リピーターの話がたびたび出ているが、県民カレッジが主催する講座には 1年で約
4500 名の受講者がいる。ただ、受講者がそのまま修了者にはならないので、修了者数は少し
下回る。最近、非常に気になるのは、受講者のニーズというか、ウォンツというか、スポット
でこの講座を聞きたいという要望があることだ。「受講はしないが、この人の講座だけは聞き
たい」という方が結構いる。現在は講座としてカリキュラムを作っている以上、それはお断り
しているのだが、そのようなニーズにも対応できるようにしたらいいのではないか。ちなみに
富山大学をはじめとした大学と県民カレッジは連携して講座を実施しているが、その受講者は
年間 5500 名で、それも合わせると約 1万 1000 名が受講していることになる。
　　　広報についてだが、多分、富山大学の講座は受講者の募集にそれほど問題はないだろうと思っ
ている。この前、県民カレッジでも広報に問題があるのではないかという話が出たのだが、い
ざ実際の定員を見てみると、ほぼ満たしている状況である。それにもかかわらず、さらに何を
広報するのだろうかと思った。
　　　リピーターの話だが、リピーターが多くて困ると言っておきながら、講座自体はどんどんグ
レードを上げたり、他分野に持っていったりしている。そうすると、昨年受講した人にとって
みれば全く違う内容なのだから、受けたいと思うのは当然かもしれない。それをもってリピー
ターと言えるのかどうか、それなら同じ内容で講座を開くのも一つの手ではないのかという話
をしているところである。
（福島委員代理）　いろいろな取り組みをされていて、あらためて驚くとともに感動している。富山
大学と富山県立小杉高等学校の高大連携事業についてだが、本校では校外学修という形で前期
のオープン・クラスに生徒を参加させていただいている。これは 4月からスタートということ
で、3月ごろに次年度の事業内容等を紹介していただき、生徒に声を掛けて参加者を募集して
いる。人数は講座の内容によっても変わるが、近年は 14 名、21 名、今年は 11 名と、ある程
度の人数が参加している。また、本校で独自に校外学修についてのアンケートを採っているが、
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「非常に面白い」「興味関心がとても高まった」「非常に難しかったが、難しいからこそもう少
し学んでみたい」といった感想が得られている。授業を早めに切り上げて 6限目の時間帯は公
欠で出席させていたり、高大連携事業は富山大学にしてみれば非常に手間がかかる部分もある
と思うが、ぜひとも継続していただきたい。
　　　また、高校としては、高校生に対する PRの機会も作れると思う。例えば校外学修の発表会
も、今は受講した生徒と大学の先生の 20 名弱で行っているが、それを全校生徒とは言わない
までも、他の興味のある生徒を呼んできて発表会をすれば、それがまた 1年生につながってい
くのではないか。その点もあらためてご相談させていただきたいと考えている。
　　　それから、社会人、大学を卒業した方を対象にした講座についても、高校生も進路が多様化
しているので、高校生には難しそうに思える講座にも生徒は興味を持つことがある。高校生に
直接 PRするのは難しいかもしれないが、ご案内いただければ、さまざまな形で生徒に伝えた
いと思う。また、教員が生徒と一緒に参加することがあってもいいのではないかと思っている
ので、よろしくお願いする。
（大学側：藤田）　本学のサテライト講座に、今年度は多くの高校生の参加が見受けられた。先生と
直接話したいと言って参加していた高校生もいた。「大学の数学は何をしているのか？　―微
分ちゃ何け？」も、難しいかとも思ったが、とても好評で、これにも高校生が 6名ほど参加し
て講座終了後に講師の先生と話したりしていた。サテライト講座は一般向けだが、高校生にも
活用していただけるのではないかと思うので、今後もご案内をよろしくお願いする。
（山﨑座長）　サテライト講座は CiC ビルで行われているので、場所も良いのかもしれない。受講
者が非常に多いようだが、会場は満員になっているのか。
（大学側：藤田）　研修室は 70 〜 80 名がちょうどよいバランスで、120 〜 130 名だときついくらい
の広さである。今のところ受講者数は 70 名くらいだが、「自分の生活習慣のくせを知ろう―肥
満や糖尿病になりにくい体質を目指す―」では 173 名もの応募があり、入り切らずにお断りし
たこともあった。
（山﨑座長）　受講者数が 3桁の講座も結構あったので、大変人気があると思った。
（本田委員代理）　昨年、富山大学で「エンジン 01 文化戦略会議オープンカレッジ…in…富山」が大々
的に行われ、著名人も大勢来られたので地域の人がどっと押し寄せた。日ごろから学生による
活気はあるとは思うが、富山大学の活気はこれほどすごいのかと感動した。
　　　先ほど COC+プログラムについて話があったが、例えば富山の魅力を伝える講座に特化し
たシリーズを面白い先生をそろえて実施して、学生や地域の方々にアピールするということが
期間限定でもできればいいのではないか。例えば「高志の国文学館文学講座」等で、作家の宮
本輝や井上靖の作品にこれほど富山に絡んだものがあって、このように富山の情景や人物を描
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いた作品があるということを簡単にでも受講生に伝えられれば、非常に感動される。そのよう
に文学だけでなく、自然や歴史なども含めて、感動してわくわくできるような講座を、学生の
夏休みや土日など時期を選んで 10 講座くらい開かれてはどうか。
　　　また、それは机上の空論のような話だが、講座の中身にどれくらい受講生が満足しているの
か、どの部分で満足しているのか、どういう内容があればいいと思っているのかといったこと
について、踏み込んだ調査をされるといいのではないか。ここは面白くなかった、話が堅かっ
たといった部分も全部含めて、次年度にどのような講座が必要なのか、実際に講座に参加した
受講者にもっと踏み込んで評価してもらうといいと思う。『少年ジャンプ』や『少年マガジン』
は必ず読者の人気投票をして、それを生かして次回の目玉の連載を考えるが、そこまでしなく
てもいいのだけれども、なるべく受講生と行き来する形でアンケートを採るといいと思う。
　　　それから、学生が自身で学んでいる専門分野について、先生たちと一緒に市民に教えるとい
う体験ができると非常にいいと思う。自分の知識をあらためて見つめなおすことにもなると思
うし、役立っているのだという充実感も得られるだろう。また、コミュニケーションで壁にぶ
つかる局面もあると思う。学生が一緒に外に出ていくということもできるといいのではないか。
（中西委員）　先週、富山市社会教育員会議で教員の理科離れが話題になり、富山市科学博物館で教
員向けの研修の機会を設けるという話があった。高校教員の立場から言うと、恐らく小学校の
教員になる卒業生というか、現在の教員には、どちらかというと理科が苦手な人が大勢いると
思う。そこで、富山市科学博物館だけでなく、富山県総合教育センター科学教育部にも研修が
あるので、それらの機会をもう少し早めにというか、大学生の時点から提供していくといいの
ではないだろうか。受験科目としては理科があまり得意ではないとか、物理の数式を見ている
だけでうんざりするとか、化学の元素記号を見たらぞっとするという学生もいると思うが、小
学校と一緒に生物を観察したりすると、高校時代とは違う感覚で理科というものを眺められる
のではないかと思う。あるいは、富山市科学博物館や富山県総合教育センター科学教育部だけ
でなく、公民館でも「親子ふるさと自然体験事業」等の事業を実施しているので、大学生がそ
れを積極的に手伝いに行く、あるいは様子を見に行くという程度でもいいので参加すると、公
民館もにぎやかになって楽しいだろうし、学生本人にもプラスになるような気がする。
　　　もう一つ、先日、ある学校の卒業生 20 人くらいで構成されている団体に招かれて話をして
きたのだが、そのときに「七十の手習い」という表題を出した。これは「六十の手習い」とい
う言葉に掛けていて、ちょうど来年に 70 歳になるのでそのように申し上げたのだが、以前は
生涯学習に取り組むきっかけとして 60 際の定年退職があり、それが非常にはっきりしたタイ
ミングであった。ところが、現在は再任用・再雇用がかなり広がっている関係で、60 歳でも
まだ仕事をしているから公開講座などには参加できないという人が多い。さすがに 65 歳くら
いになるとだんだん減ってくるとは思うが、私がお話をした団体でもまだ現役の人が多く、70
歳でそろそろという印象だったので、呼び掛ける年齢をもう少し引き上げてもいいのではない
か。
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（大学側：藤田）　公民館の件について、富山県では土曜日学習が実施されており、その応援団に富
山大学地域連携推進機構生涯学習部門も入っているので、お声掛けいただければ対応したいと
思う。
　　　また、本田委員代理から調査についてご提案があったが、現在、一つ一つの事業についてア
ンケートを実施し、派遣された講師の先生とも連絡を取るなど、いろいろな形でリサーチ、分
析は行っており、その結果は年報で発表している。
（大学側：遠藤）　本日はいろいろなご意見を頂き、感謝を申し上げる。「エンジン 01 文化戦略会議
オープンカレッジ…in…富山」の話があったが、あれは広い意味での生涯教育の一つの形だと思う。
まさにスターと呼ばれる方々が集まってくださり、1日に 2万人を超える参加があった。また、
80 以上の講座が設けられ、中学生・高校生向けに将来の職業選択に関するメッセージもプロ
から語られた。当日、富山の方々があれだけの熱を持って集まってくださったことに関しては、
やはりそのようなニーズがあるということを実感するとともに、それに見合うだけのメッセー
ジを出せる講師が必要であるとあらためて感じた。また、夜楽「富山いいねかいね食堂」という、
エンジン01講師と受講生が飲みながら語り合う会も設けた。そのような一歩踏み込んだコミュ
ニケーションの取り方もあっていいのではないかと思った次第である。
　　　大学も厳しくなっていて、皆さんにご心配いただいているとおり、講師が平日の日中からど
こまで出ていけるのかということは非常に大きな問題である。同時に、生涯学習・生涯教育が
将来像を描いていくに当たり、まさに連携が必要になっていると思う。それゆえに、富山県内
の教育機関、自治体、産業界を巻き込んで若手の人材育成にしっかり取り組もうと考え、今回、
COC+プログラムを立ち上げた。COC（センター・オブ・コミュニティ）事業とは、県民全
体の知の拠点をつくり、それを連携して発展させていくというものである。生涯学習・生涯教
育もまさにそういうことであり、連携が非常に重要なキーワードになると思っている。また、
連携という点で言えば、今、生涯学習・生涯教育部門を扱っているのは文部科学省だが、それ
だけでは足りないだろう。全省庁への横の広がりがあって初めて、人々あるいは日本人の生涯
学習のあるべき姿が生まれるだろうと思っている。ぜひ皆さんのお力を借りながら、大学もで
きる限り力を出して、良い生涯学習・生涯教育体制をつくっていけたらと考えている。よろし
くお願いしたい。
（山﨑座長）　生涯学習という言葉が初めて出てきたのは昭和 56 年で、富山県においては昭和 63 年
前後から本格的に取り組まれはじめた。当初から生涯学習分野は教育関連部門だけが持つもの
ではないだろうということで、当時、行政でも市長・首長部局との連携も視野に入れられてい
たかと思う。県では生涯学習部門が首長部局に置かれているところも結構あると聞いており、
今、遠藤学長が言われたことはそのとおりだと思う。
　　　生涯学習というと「いつでも・どこでも・誰でも」というキャッチフレーズがあって、それ
を可能にする学習の場を提供することが生涯学習の振興であると理解していた。本日は学習機
会の提供についてご意見がたくさん出たが、いずれも貴重なご意見だった。今後の生涯学習事
業の円滑な推進と拡充の参考になればと思う。
